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（
国
際
経
済
・
外
交
に
関
す
る
調
査
会
）

国
際
経
済
・
外
交
に
関
す
る
調
査
報
告
（
中
間
報
告
）
要
旨

本
調
査
会
は
、
国
際
経
済
・
外
交
に
関
し
、
長
期
的
か
つ
総
合
的
な
調
査
を
行
う
た
め
、
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
六
日
に

設
置
さ
れ
、
三
年
間
の
調
査
テ
ー
マ
を
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
平
和
の
実
現
、
地
域
協
力
及
び
日
本
外
交
の
在
り
方
」
と

決
定
し
た
。

一
年
目
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
五
つ
の
調
査
項
目
の
う
ち
「
外
交
能
力
及
び
戦
略
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組
の
課
題
」

及
び
「
信
頼
醸
成
と
永
続
的
平
和
の
実
現
に
向
け
た
取
組
と
課
題
」
に
つ
い
て
鋭
意
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
主
要
論
点
等
を

取
り
ま
と
め
た
調
査
報
告
書
（
中
間
報
告
）
を
、
五
月
三
十
一
日
、
議
長
に
提
出
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

一
、
調
査
テ
ー
マ
全
般

米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
政
策
い
か
ん
で
ア
ジ
ア
に
米
国
抜
き
の
地
域
協
力
が
誕
生
す
る
可
能
性
及
び
日
本
が
ア
ジ
ア
で
独

自
の
取
組
を
進
め
る
必
要
性
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
復
帰
を
含
む
経
済
連
携
の
在
り
方
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
内
容
の
修
正
な
ど

を
テ
コ
に
米
国
に
復
帰
を
促
し
、
そ
の
延
長
上
に
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
の
実
現
を
図
る
必
要
性
な
ど
が
論
点
と
し
て
挙
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げ
ら
れ
た
。

二
、
外
交
能
力
及
び
戦
略
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組
の
課
題

１

政
府
の
外
交
実
施
体
制
、
発
信
力
強
化
の
取
組

国
際
法
や
外
交
史
並
び
に
外
交
戦
略
の
構
築
に
関
す
る
外
務
省
全
体
の
能
力
向
上
や
外
交
力
に
直
結
す
る
在
外
公
館
を

引
き
続
き
増
設
す
る
と
と
も
に
、
小
規
模
公
館
の
体
制
の
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
性
な
ど
「
外
務
省
の
在
り
方
」
、
多

額
の
拠
出
金
を
負
担
し
て
い
る
国
連
の
有
効
活
用
及
び
効
果
的
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
性
な
ど

「
外
交
手
段
の
多
様
性
」
、
東
日
本
大
震
災
時
に
寄
せ
ら
れ
た
海
外
か
ら
の
支
援
に
対
す
る
感
謝
表
明
の
ほ
か
、
外
国
人

に
向
け
た
日
本
の
安
全
、
安
心
の
発
信
の
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
性
な
ど
「
発
信
力
強
化
の
取
組
」
が
論
点
と
し
て
挙

げ
ら
れ
た
。

２

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
多
様
な
主
体
と
の
連
携

我
が
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
地
位
の
低
さ
、
脆
弱
さ
が
、
日
本
の
弱
点
に
な
る
懸
念
及
び
開
発
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
人
間
の
安
全
保
障

を
実
践
す
る
た
め
に
、
実
践
能
力
と
意
思
を
持
っ
た
複
数
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
有
機
的
に
結
び
付
け
る
調
整
機
能
を
持
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
必
要
性
な
ど
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
現
状
と
課
題
」
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
す
る
予
算
や
税
制
な
ど
の
国
の
支
援
を
充
実
す
る
ほ
か
、
Ｎ
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Ｇ
Ｏ
自
身
が
工
夫
し
て
民
間
資
金
の
集
め
方
を
検
討
す
る
必
要
性
な
ど
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
の
在
り
方
」
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
議
会
や

政
党
と
の
対
話
を
増
や
し
て
い
く
必
要
性
な
ど
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
の
連
携
」
が
論
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

３

外
交
と
議
会
の
役
割

国
際
会
議
等
へ
の
議
員
の
継
続
的
な
参
加
や
国
民
に
議
員
外
交
の
重
要
性
が
共
有
さ
れ
、
公
費
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
も
、
参
議
院
が
ま
ず
自
ら
議
員
の
海
外
渡
航
を
よ
り
柔
軟
に
す
る
改
革
を
行
う
必
要
性
な
ど
「
外
交
に
関
す
る
議

会
の
取
組
の
現
状
と
課
題
」
、
外
交
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
議
会
や
政
党
と
関
係
す
る
財
団
の
意
義
及
び
日
本
で
議
員

外
交
や
そ
う
し
た
財
団
の
設
立
を
考
え
る
場
合
、
党
内
民
主
主
義
や
議
員
の
自
律
の
在
り
方
を
検
討
す
る
必
要
性
な
ど

「
外
交
の
多
様
化
に
向
け
た
新
た
な
仕
組
み
」
が
論
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

三
、
信
頼
醸
成
と
永
続
的
平
和
の
実
現
に
向
け
た
取
組
と
課
題

１

日
中
、
日
米
関
係

需
要
を
増
や
す
平
和
経
済
外
交
と
い
う
戦
略
性
が
あ
る
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
の
創
設
や
一
帯
一
路
構
想
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
転
換
を
促
進
す
る
パ
リ
協
定
へ
の
加
入
な
ど
、
中
国
の
積
極
的
な
貢
献
を
認
識
す
る
必
要
性
な
ど
「
中
国
に
対
す
る

現
状
認
識
と
今
後
の
見
通
し
」
、
規
範
の
共
有
を
目
指
す
上
で
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
や
、
知
識
交
流
、
青
少
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年
交
流
等
の
重
要
性
な
ど
「
日
中
関
係
の
現
状
と
課
題
」
、
米
国
第
一
主
義
を
掲
げ
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
行
動
予
測
の
困

難
性
な
ど
「
米
国
に
対
す
る
現
状
認
識
と
今
後
の
見
通
し
」
、
日
米
の
緊
密
化
が
も
た
ら
す
、
対
称
的
な
同
盟
に
よ
る
巻

き
込
ま
れ
の
恐
怖
を
踏
ま
え
、
自
国
で
で
き
る
こ
と
の
ほ
か
、
米
国
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
に
よ
る
安
全
保
障
も
考
え
る
必
要

性
や
米
国
に
よ
る
シ
リ
ア
へ
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
に
対
す
る
日
本
の
支
持
が
、
日
本
と
他
国
と
の
間
の
信
頼
醸
成
に
及
ぼ
す

影
響
な
ど
「
日
米
関
係
の
現
状
と
課
題
」
が
論
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

２

日
韓
、
日
朝
関
係

韓
国
社
会
に
お
け
る
道
徳
志
向
的
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
の
高
ま
り
に
対
す
る
反
日
教
育
の
影
響
の
有
無
な
ど
「
韓
国
に
対

す
る
現
状
認
識
と
今
後
の
見
通
し
」
、
韓
国
と
日
本
と
の
社
会
の
間
に
道
徳
的
観
念
に
関
す
る
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
に
大
き

な
違
い
が
あ
る
中
で
、
日
本
が
寛
容
を
も
っ
て
韓
国
を
見
る
必
要
性
や
考
え
方
が
異
な
る
こ
と
を
前
提
に
両
国
関
係
が
重

要
な
理
由
を
問
い
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
な
ど
「
日
韓
関
係
の
現
状
と
課
題
」
、
北
朝
鮮
問
題
の
解
決
プ
ロ
セ
ス
へ
の
日

本
の
積
極
的
関
与
の
必
要
性
な
ど
「
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
と
北
朝
鮮
」
、
北
朝
鮮
と
の
間
で
緊
張
が
高
ま
り
、
対
話
が

困
難
に
な
っ
た
こ
と
が
、
拉
致
問
題
の
解
決
に
与
え
た
否
定
的
影
響
な
ど
「
日
朝
関
係
の
現
状
と
課
題
」
が
論
点
と
し
て

挙
げ
ら
れ
た
。


